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本資料は、VAD法による長尺低損失単一モード光ファイバの工業的製造が可能
であることを初めて実証した光ファイバである。1980年11月の日本電信電話公
社　茨城電気通信研究所の20周年記念日に展示された光ファイバ100 kmが、製
造装置や2,000 km相当の大型母材（復元作製）などとともに保存されている。
VAD（Vapor-phase Axial Deposition、気相軸付）法は、ガラス原料ガスを酸
水素バーナーに送り、火炎加水分解反応で生成したガラス微粒子・スートを回
転する先発棒の先端に引上げながら堆積させ、ガラス微粒子の集合体・多孔質
母材を軸方向に成長させ、上部の電気炉で加熱により透明ガラス化して、光
ファイバ母材を得る日本で開発された技術である。後の全合成単一モード光
ファイバ、VAD法の発展と普及、光通信時代を実現した技術として重要であ
る。

一−イ（科学技術の発展の重要な側面及び段階を示すもの）
二−イ（国民生活の発展、新たな生活様式の創出に顕著な役割を果たしたもの）


